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論 文 内 容 の 要 旨 
四天王寺は７世紀初頭に聖徳太子（厩戸皇子）によって難波の地に発願・建立された寺
院で、日本最古の寺院の一つである。一方の叡福寺は聖徳太子墓の前に建立された墓前寺
で、現在の大阪府南河内郡太子町に所在する。 
 本論文は四天王寺と叡福寺の古代史を検討して、両寺に深く関わる聖徳太子の信仰がど
のように変遷したのかを考察したもので、主として８～９世紀の四天王寺における太子信
仰の展開を論じた第一編、９世紀の四天王寺が占める国家的な地位を検討した第二編、叡
福寺に伝来する「太子御記文」の出現経緯とその原形を追跡した第三編とからなり、これ
に「序章」と「終章」を加える。全体の章構成は次の通りである。 
 
 序章 本書の問題関心と構成 
 第一編 四天王寺における聖徳太子信仰の展開 
  第一章 『聖徳太子伝暦』所引「四節文」の成立と四天王寺 
  第二章 「四節文」再論 
  第三章 聖霊御髪・太子髻中明珠と平安初期の四天王寺 
 第二編 『四天王寺御朱印縁起』発見の歴史的前提 
  第一章 『延喜式』にみえる四天王寺 
―平安時代の四天王寺史解明の手掛かりとして― 
  第二章 桓武天皇の発願寺院と四天王寺 
 第三編 叡福寺の成立と「太子御記文」 
  第一章 平安後期の聖徳太子墓と四天王寺 
        ―「太子御記文」の出現をめぐって― 
  第二章 叡福寺所蔵「太子御記文」の復元的研究 
 終章 本書の成果と課題 
 
 序章では、古代における四天王寺史研究の動向を整理し、現在の課題を明らかにする。 
 第一編第一章では、『聖徳太子伝暦』が引用する聖徳太子未来記の一種たる「四節文」
の成立年代を分析し、『天王寺秘決』所引の「七代記」が「四節文」の第１条と第２条を
引用していることなどから、「四節文」は８世紀後半の『七代記』の段階で成立していた
ことを明らかにした。また、天平勝宝元年（749）の平田寺勅書や最澄作の長講会願文など
と関連させながら、「四節文」作成の背景となる仏罰的思想について検討を加えている。
第二章では、「四節文」を引用する『七代記』の成立過程を探り、中国僧慧思の伝記と初
期の聖徳太子伝承とが組み合わされて、仏罰的未来予言を語る太子のイメージが形成され
たとみる。第三章では、平安初期の四天王寺において、五重塔心柱中に仏舎利以外に聖霊
御髪や太子髻中明珠などの聖遺物が埋納されていると喧伝された事実に注目し、四天王寺
の天台化を契機に、聖徳太子を転輪聖王と同格化し、法華経の護持者とする思想が高まっ
たことを想定する。 
 第二編第一章では、10 世紀初頭成立の法令集『延喜式』のなかにみえる四天王寺関係規
定を網羅的に分析し、平安前期の四天王寺は桓武天皇の発願寺院たる梵釈寺・常住寺・東
寺・西寺などと並ぶ高い格式を有していたことを明らかにした。第二章では、平安前期に
四天王寺が重視される理由を探り、長岡京遷都の予兆が難波の四天王寺と関係してあらわ
れたことや、平安初期の官寺十所に弘福寺・崇福寺と並んで四天王寺が入っていることか
ら、天智系皇統が復活した平安時代にあって、四天王寺は天智発願寺院に准じる存在とし
て重視されたのではないかと論じる。 
 第三編第一章では、天喜２年（1054）に聖徳太子墓で出現した未来記「太子御記文」に
検討を加え、これは四天王寺の画策ではなく、太子墓付近の念仏僧である忠禅の画策であ
ったと結論づけた。これを契機に墓前寺造営の気運が高まるが、出土瓦の分析から、叡福
寺は 11 世紀中頃から 12 世紀中頃に創建されたと指摘する。第二章では、叡福寺に現存す
る「太子御記文」の実物調査をもとに、関西大学博物館所蔵の崎愛吉旧蔵拓本をも参照し
て、「太子御記文」の本来の字句と形状を推定復元した。復元された形状は、叡福寺周辺
で発見された古代の「高屋枚人墓誌」「紀吉継墓誌」と類似するため、こうした実際の遺
品を参照して偽造した可能性を指摘する。 
 終章では、本論文各章のまとめを行うとともに、今後の課題を述べる。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 本論文は 11 世紀初頭以前の四天王寺史に新たな検討を加えるとともに、聖徳太子墓の墓
前寺たる叡福寺の創建にいたる前史を考察したものである。 
 第一編第一章は、『聖徳太子伝暦』所引「四節文」の成立時期について、諸書に引用さ
れる傍注や逸文を丹念に収集して分析し、これが奈良時代後期に遡る最古の太子未来記で
あることを解明した点に大きな価値がある。林幹彌氏がかつてこれに近い指摘を行ってい
るが、近年では榊原史子氏の研究に代表されるように、「四節文」は 11 世紀初頭に『四天
王寺御朱印縁起』が出現したのちに作成されたとの意見が通説化している。こうした通説
に見直しを迫る意味でも本章は重要な成果である。第二章は、榊原史子氏から批判を受け
て執筆された反批判で、『七代記』が８世紀初頭に唐で書写された慧思の伝記の影響を受
けて成立したことを新たに指摘する。今後は８世紀後半の四天王寺五重塔に「三国大師」
の壁画が描かれていたとの所伝を含め、『七代記』編纂の背景をさらに深く掘り下げて検
討する必要があろう。第三章では、平安初期の四天王寺が聖霊御髪や太子髻中明珠など聖
徳太子に関わる聖遺物を創出し、災禍をもたらす御霊としての太子イメージを強く打ち出
していたことを明らかにした。この時期に天台化された四天王寺は、天台が最重視した法
華経の信仰と太子とを融合させて、新たな太子信仰を主張していることになる。『四天王
寺御朱印縁起』が「発見」される以前の四天王寺は衰退期にあったとみられていたが、平
安前期からすでに四天王寺は独自の太子信仰によって勢力を拡大しようとしていたことが
判明した意義は大きい。 
 第二編第一章では、これまで専論のなかった『延喜式』中の四天王寺規定について網羅
的な検討を行った。その結果、式文中では四天王寺が梵釈寺・常住寺など桓武天皇の発願
寺院と同格の寺院として姿をあらわすことが確認された。平安前期の四天王寺が衰退期で
あったという通説的見方を覆す意味でも、十分な価値のある業績であるといえる。第二章
では、平安前期になぜ四天王寺が重視されたのかを探っている。四天王寺の墾田問題や長
岡遷都時の役割、天智天皇発願寺院などとの対比検討などを精力的に行うが、恣意的な解
釈に傾いているところもあり、疑問が十分に解明されたとはいえない。 
 第三編第一章は、天喜２年（1054）に太子墓の近くで掘り出された「太子御記文」の出
現経緯を考察したもので、通説である小野一之説に果敢に挑み、四天王寺の関与は間接的
なもので、太子墓近辺にいた僧忠禅の仕業であろうと指摘する。叡福寺の創建年代につい
ては、中世まで引き下げる意見もあるが、出土瓦を根拠に平安後期に創建されたとする本
章の結論は一定の説得力をもつものであろう。第二章は、現在に伝わる「太子御記文」の
破片を叡福寺で調査し、木崎愛吉旧蔵拓本の調査をはじめ、近世以降の研究史を広く参照
しながら、「太子御記文」本来の形状を復元したものである。地道で根気のいる作業を通
して、「太子御記文」の正しい字句を推定し、本来の形状の復元案をはじめて提示した力
作である。 
 以上のように注目すべき成果の多い本論文であるが、いくつかの問題点も指摘できる。
研究史の追跡が十分でないところがあるため、最初に参照した論考に議論が大きく左右さ
れる箇所が目立つ。また、著名な学説を簡単に否定したり、説得力の乏しい論考に無批判
に依拠するなど、便宜的な主張を行っているところがある。大きな議論に流れるのではな
く、確実に論証できるところを押さえ、堅実な叙述につとめることを求めたい。また、考
古学的な研究成果についても、最新の動向を把握するよう注意してほしい。 
 聖徳太子建立寺院の研究は近年でも盛んな研究分野の一つであるが、奈良後期・平安前
期の四天王寺史や聖徳太子墓（のちの叡福寺）に関する研究は、法隆寺などに比べて低調
である感を拭えない。そうした研究状況のなかで、本論文は『四天王寺御朱印縁起』出現
以前の四天王寺の実態や、聖徳太子墓における新たな動きを解明し、研究に前進をもたら
した。９世紀においても四天王寺が衰退していたのではなく、国家的な重要寺院として重
視されていたことを明らかにした点は、高く評価することができよう。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものとして認める。 
